
 

首都圏三環状道路の整備と有効活用等への取組について 

 

首都圏の高速道路は、2020 年東京オリンピック・パラリンピック競技

大会の成功に不可欠であるとともに、都市間連携の強化やヒト・モノの

迅速かつ円滑な移動実現、防災機能向上等に資する重要な社会基盤であ

る。とりわけ、首都圏三環状道路は、都心部の渋滞緩和や非常時の迂回

機能確保、広域ネットワークの形成による陸・海・空拠点の結節など、

我が国の国際競争力向上に必要不可欠である。本年３月、首都高速中央

環状線が全線開通し、三環状道路で初めてのリングが完成したが、東京

外かく環状道路や首都圏中央連絡自動車道についても、環状道路機能を

より発揮させるため、未開通区間を早期に整備するとともに、あわせて、

暫定２車線区間の４車線化が必要である。また、三環状道路を補完する

横浜環状北線・北西線についても早期開通に向けた取組が必要である。 

高速道路の料金体系については、整備の経緯等から路線毎に料金水準

等が異なっており、利用者にとって複雑で分かりにくいことや、管理主

体が異なる高速道路間を乗り継ぐ時に掛かるターミナルチャージ等によ

り割高感が生じている。そのため、三環状道路の整備後も効率的に経路

選択されない可能性があることから、高速道路のネットワーク機能を最

大限発揮させるとともに、都心を通過するだけの交通を適切に環状道路

に誘導し渋滞緩和に資する料金体系としていくことが必要である。 

また、2020 年東京オリンピック・パラリンピック競技大会開催時には、

観光客の大幅増加等から高速道路利用率の増大が予想されるため、東名

高速道路や中央自動車道等で発生している交通渋滞への対策を早期に実

施していく必要がある。 

さらに、首都高速道路の構造物については、大規模更新等の老朽化対

策が具体的に取り組まれているが、その他の高速道路については、いま

だ区間や内容が明確に示されていないことなどから、安全・安心に不安

が生じており、2020 年東京オリンピック・パラリンピック競技大会開催

も踏まえ、具体的な計画を示したうえで着実に取り組んでいく必要があ

る。 

 

 

 

 

東京都提案 



ついては、次の事項を要望する。 

 

１ 首都圏三環状道路の整備については、未開通区間の開通年次を明ら

かにして、早期に全線完成させるとともに、あわせて、暫定２車線区

間の４車線化に取り組むこと。とりわけ、東京外かく環状道路の関越

自動車道から東名高速道路間を 2020 年東京オリンピック・パラリンピ

ック競技大会までに開通させるとともに、東名高速道路以南の区間の

計画を早期に具体化すること。 

また、首都圏三環状道路を補完する横浜環状北線・北西線についても

早期開通に向けて取り組むこと。 

 

２ 首都圏の高速道路の新たな料金体系については、都心の通過交通の

環状道路への誘導や会社間乗継時の割高感の解消など、一体的で利用

しやすいものとすること。新たな料金体系の導入時には、一般道への

影響や環状道路の整備状況等に配慮し、利用者に過度な負担とならな

いよう丁寧な説明とともに激変緩和措置等を適切に講じること。 

  また、平成 27 年 10 月に債務償還が終了する八王子バイパス（国道

16号）相原ＩＣから打越ＩＣ間について、確実に無料化すること。 

 

３ 首都圏の高速道路の渋滞対策については、既存施設の有効活用やＩ

ＣＴの積極的な導入等により、渋滞施策を政策的に実施すること。ま

た、環状線本来の機能を発現させるため、首都高速中央環状線板橋熊

野町ＪＣＴ間の改良など、交通渋滞解消に寄与する事業等を推進する

こと。さらに、東名高速道路大和トンネル付近、中央自動車道調布付

近及び小仏トンネル付近、並びに京葉道路穴川ＩＣ付近の渋滞対策を

早期に実施すること。とりわけ、東名高速道路大和トンネル付近、中

央自動車道調布付近について、2020 年東京オリンピック・パラリンピ

ック競技大会までに完了させること。 

 

４ 高速道路構造物の大規模更新等の老朽化対策については、2020 年東

京オリンピック・パラリンピック競技大会開催も踏まえ、利用者の安

全・安心を確保するため、対象箇所を明らかにした上で、着実に推進

すること。 
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②高速道路の料金体系①三環状道路等の整備

三環状道路の整備率 ７０％

（２０１５年３月２９日現在）

三環状道路の開通目標 首都圏高速道路の料金体系の現状

6月7日

※関東地方整備局ホームページを基に作成

※社会資本整備審議会国土幹線道路部会資料を基に作成平成２７年３月７日

中央環状品川線開通

○ 本年３月、首都高速中央環状品川線が開通し、

三環状道路で初めてのリングが完成

（新宿から羽田までの混雑時所要時間 40分 ⇒ 19分）

○ 環状道路の機能を最大限発揮するためには、

未開通区間の早期完成が不可欠

○ とりわけ、外環道の関越～東名間の２０２０年大会までの開通と

東名以南の早期の計画具体化が必要

○ 整備の経緯等から路線毎に料金水準等が異なっており、

利用者にとって分かりにくく、会社間乗継時には割高感が生じている

○ 三環状道路の整備後も効率的に経路選択されない可能性があるため、

都心の通過交通の環状道路への誘導や会社間乗継時の割高感解消など

一体的で利用しやすい料金体系とする必要がある

○ 新たな料金体系導入時には、適切な激変緩和措置が必要
東名以南の早期の計画具体化が必要

○ 新たな料金体系導入時には、適切な激変緩和措置が必要
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④高速道路の老朽化対策③高速道路の渋滞対策

首都高の更新計画

首都圏高速道路の主要渋滞箇所

中央道 調布付近

※首都圏渋滞ボトルネック対策協議会資料を基に作成

○ ２０２０年オリンピック・パラリンピック競技大会開催時には、

観光客の大幅増加が予想されるため、早期の渋滞対策が必要

○ とりわけ、東名高速大和トンネル付近及び中央道調布付近について、

２０２０年オリンピック・パラリンピック競技大会までの完成が必要

○ 首都高速道路の老朽化対策は、具体的に取り組まれているが、

その他の高速道路については、区間や内容が明確に示されていない

○ ２０２０年オリンピック・パラリンピック競技大会開催も踏まえ、

対象箇所を明らかにした上で、着実に対策を推進する必要がある

※首都圏渋滞ボトルネック対策協議会資料を基に作成


